
 

 

 

 最近の目に留まった記事。三内丸山遺跡が「世界歴史遺産」として、ユネスコが認定しました。 裏面は、ヘドが出るような、「日本を代表する有名で規模が大きい企業の」憎むべき犯罪の記事です。（泣）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 08月 09日 第 35巻 23号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【右】三内丸山遺跡を中心とした、東北や北海道の「縄文時代の遺跡群」が、国際

連合の下部組織であるユネスコから「世界歴史遺産」として認定されました。この 

ことの意味は実は重大です。 

➊「日本の先住民は縄文人」であり、後期氷河期以降古くから東北や北海

道で文明の花が咲いていたということ  

➋国際社会での「先住民尊重」という流れの中で、日本でもその先住民で

あるアイヌの人たちに敬意をもって、その文化を大切に守りなさいという

提言を国連が発したこと 

❸現在の日本人の多数は「弥生人」であるのですが、彼らは紀元前 500年

頃から順次に日本に移りはじめ、歴史の教科書に「稲作伝来」と記載され

ている 300年を中心とする頃に大量の人間が、稲作の技術と種もみ 

を携えて、中国の東北区から朝鮮半島経由で日本に渡来した「征服民族」

であることが世界で公式に認められたということ  

➍だから現在の日本人の多くが、中国人のルーツを持っており、館長の知

人の大学教授が言っているように、中国は父母であり、朝鮮は兄弟姉妹で

あるという見解が正しいということ 

➎日本の古来歴史については、保守的な政治家の意図（＝日本を特別の国

としてとらえようとする右翼民族主義者の意図）があるにもかかわらず、

科学を大切にする国連の方が、日本人よりも正確に歴史を理解しているこ

とを図らずも明らかにしたことなどです。 

 
今後さらに「古墳」の研究が許されれば、（政府宮内庁は、古墳を、現在の天皇家

の先祖の墓であるという、明らかに虚偽の主張で、古墳の研究を、考古学者がするこ

とを認めていません）日本の古代史は大きく変わっていくでしょう。もっとも正し

くないのは中学の教科書の記述であって、大学レベルではとっくの昔から歴史の真

実は暴かれているのです。「日本人が最高」などと考えている安倍晋三前総理の様な

愚かな右翼民族主義者たちが認めないので、教科書の記述が変わらないだけなので

す。大学でそして自分の力で「真実」を学んでください。 

【右】糸島の海水浴場に「鮫」が出現したという記事です。森は「魚釣り」をしますが、ずっと

前から「沖縄近海で釣れるような魚が、玄界灘で釣れる」ようになっています。詳しいことは漁

師さんに聞いてくれたらわかることなのですが。地球温暖化に伴う海洋の水温の上昇は、このよ 

うな「鮫」や「魚たち」の活動現象としても表面化しているのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現代が学べる 志 成 館 

【上】【左】「東芝」「神戸製鋼」「久光製

薬」など、日本を代表する有名で人気があ

り、「森館長あなた達が将来就職してくれ

たら喜ぶような企業」の不正が止みませ

ん。困ったことだというわけにはゆかない

のです、何しろ日本そしてあなた達の将来 

の経済活動や仕事先や収入が脅かされてい

るからなのです。 

 

【右】は有名な私立の医学部が不正をして

いるという記事です。医学部の運営にはた

くさんのお金がかかりますので、「必要

悪」（ひつようあく＝悪いことだけれどお

金が必要なので仕方がない）という人たち

もいます。しかし、このようにして医者に

なった人たちにかかる患者はたまったもの

ではありません。医療事故の原因は、この

ようなところに潜んでいるのです。そんな

こともあって、森は、できるだけ国立大学

の医学部の出身者の病院にかかっていま 

す。これは行き過ぎであると思いつつも、自

然と医師の学歴を見る癖があります（笑）。 

【右】は毎日新聞の一面の下

の方にある「余禄」の記事で

す。朝日は「天声人語」。 

温厚そうなバイデン大統領

も、これまでの歴代の大統領

と同じように、世界中を食い

物にして支配し、とりわけ

「日本を標的にした経済的政

治的な攻撃を続けるであろ

う」という記事です。日本も

そろそろ「ひとり立ち」し

て、独立国家としての道を歩

むべきであるという、悲しく

なるような提言です。 

この日米関係の問題について

詳しく知りたかったら、大学

生になったあとでもよいです

ので、森館長の「書籍紹介の

映像」を志成館のホームペー

ジで見てください。 

【上】自由を守るとか人権を守るという、きれいな言葉を

かざして、世界中を自分の国にとって都合が良い国にして

支配するアメリカの政策を「人道的帝国主義」と呼ぶ人た

ちがいます。ノーム・チョムスキー博士など。全く適切な

言葉であると館長も思っています。中国やロシアやアフガ

ニスタンやイスラエルなどの中東問題は、個のことを前提

にして、把握する必要があるのです。 

【左】 政治家や完了

などの権力者は、自

分で責任を取らず、

部下に責任を取らせ

ます。いつの時代で

も、洋の東西を問わ

ず、やくざの世界と

何ら異ならないので

しょう。 


